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ジルコニウム(Zr)を主成分元素とする鉱物（ジルコンやバデレアイト)は、その風化に

強い性質と、希土類元素などの微量元素を多く含むことから、年代測定や晶出源メルト

の化学状態の推定において重用されてきた。近年では、ジルコンとケイ酸塩メルトの間

で Zr 安定同位体分別が起こることが報告され（Inglis et al., 2019）、ジルコン中の Zr 安
定同位体比からメルトの分化や地殻の進化過程を追跡する試みが行われてきた（例えば、

Mejia & Tissot, 2019; Guo et al., 2020; Yuan et al., 2022）。これまでの研究において、ジルコ

ン－メルト間で Zr 安定同位体比分別が起きる要因としては Zr 配位数の違いが挙げられ

ている（Inglis et al., 2019）。しかしながら、ジルコン中の Zr が 8 配位である一方で、ケ

イ酸塩メルト中の Zr 配位数については研究が少なくよくわかっていない。くわえて、

Zr 安定同位体比分別の程度がメルトの組成によって変化するという報告もある（Yuan et 
al., 2022）。そのため、ジルコン－メルト間における Zr 安定同位体比分別のメカニズム

を理解するには、異なるケイ酸塩メルト中における Zr の存在状態を系統的に調べるこ

とが必要といえる。 
 本研究では、様々な主成分元素組成に Zr を添加したケイ酸塩ガラス（急冷メルト）

を合成し、ガラス中の Zr について広域 X 線吸収微細構造（EXAFS）分析を行うととも

に、ガラスの動径分布関数（PDF）分析も行った。ケイ酸塩ガラスの合成には、愛媛大

学地球深部ダイナミクス研究センターの CO2 レーザー加熱浮遊炉を用い、MgSiO3, 
Diopside, CaSiO3, CaSi1.3O3.6, CaSi1.5O4.0, CaSi1.7O4.4 , Anorthite, Ca2Al2Si2O9 に ZrO2 を 5-15 
wt.%添加した試料を用意した。Zr の EXAFS 分析は高エネルギー加速器研究機構（KEK）

にて行い、K 吸収端分析に AR-NW10A ビームラインを、L 吸収端分析に BL-9A ビーム

ラインを使用した。PDF 分析には SPring-8 の BL04B2 ビームラインを使用した。結果と

して、K 吸収端、L 吸収端のどちらにおいても、ケイ酸塩ガラス中の Zr は 6 配位に近

くなることがわかった。一方で、Zr-O 距離はケイ酸塩ガラスの組成によって明確に異な

り、Mg 系、Ca 系、Al 系の順に短くなることが示された。この結果は Zr-O 多面体構造

とケイ酸塩ガラス構造に関係があることを示唆しており、本発表では、組成に由来した

ケイ酸塩構造の変化とそれが Zr-O 多面体構造に与える影響について議論する。 
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